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Shibetsu Town

標津町は・・・

⾯ 積 624.69k㎡（東京23区の⾯積とほぼ同じ）
⼈ ⼝ 4,731⼈ （令和7年4⽉1⽇現在）
世帯数 2,343世帯（ 〃 ）
主な基幹産業は酪農業と漁業

オホーツク海に⾯し、洋上わずか24km先には近くて遠い島
「国後島」が、その⼤きな姿を⾒せています。

標津町



Shibetsu Town

標津町は・・・



Shibetsu Town

「ゲートウェイ」地域として
ゲートウェイ＝⽞関⼝
本⼟在住の⽇本⼈と北⽅四島在住のロシア⼈との交流拠点、⼈道⽀援拠点
としての機能。

・北⽅四島交流（いわゆる「ビザなし交流」）
：相互理解の増進と領⼟問題解決への寄与を⽬的

・北⽅墓参
：元島⺠とその家族の墓参のための訪問

・⾃由訪問
：元島⺠とその家族の最⼤限簡易化された訪問
ex）⻭舞群島への訪問、出⼊域⼿続き箇所の複数化 など

四島渡航の枠組み



Shibetsu Town

「ゲートウェイ」地域として
四島在住ロシア⼈の受⼊

⼿打ちそば体験

⾃分で⼿打ちした
そばを昼⾷にとる



Shibetsu Town

「ゲートウェイ」地域として
四島在住ロシア⼈の受⼊

着物の着付け体験

⽇本の伝統⽂化の
体験



Shibetsu Town

「ゲートウェイ」地域として
四島在住ロシア⼈の受⼊

町内の園児、⼩中学⽣
などとの交流

地域の⽅による屋台
ミニ運動会
よさこい体験 など



Shibetsu Town

「砦」としての地域
陸上⾃衛隊 沿岸監視隊

・第301沿岸監視隊（稚内及び礼⽂）
・第302沿岸監視隊（標津及び羅⾅）
・与那国沿岸監視隊（与那国）

海岸を航⾏する船舶の早期察知
空域を⾶⾏する航空機の早期察知



Shibetsu Town

※2022/10/8 北海道新聞

2021年8⽉ 実際に…

北⽅領⼟・国後島から対
岸の根室管内標津町へ、
ロシア⼈男性（３８）が
根室海峡を泳いで渡って
きた。
（中略）
１９⽇午前４時ごろ、標
津町の海岸に到着し…

「砦」としての地域



Shibetsu Town

標津町の取組み

• 外務省管轄の北方領土復帰

期成同盟が建設した北方領

土啓発施設（鉄骨造2階建

343.19㎡）で、管理は標

津町が受託している。

• オープンは昭和54年12月

で、築46年を迎える。

• 現在はパネル展示が主体。

※ R4年度教育旅行入館者数

13校（1,295人）

①北⽅領⼟館（啓発事業の拠点）



Shibetsu Town

標津町の取組み
①北⽅領⼟館（啓発事業の拠点）



Shibetsu Town

標津町の取組み
①北⽅領⼟館（啓発事業の拠点）



Shibetsu Town

標津町の取組み
②北⽅返還要求署名運動

千島歯舞諸島居住者連盟標津

支部、同後継者の会と町が連

携し、返還要求運動強調月間

を軸に実施。

8月 町民祭り水・キラリ

9月 あきあじまつり

署名活動を実施しているほか、

北方領土館・サーモン科学

館・役場庁舎に署名コーナー

を常設。



Shibetsu Town

標津町の取組み
③北⽅領⼟パネル展

8月の北方領土返還運動全国

強調月間中に、町民に北方領

土の関心を高めていただくた

め、標津町と千島歯舞諸島居

住者連盟標津支部の共催によ

り、毎年、標津町生涯学習セ

ンターでパネル展を開催して

います。



Shibetsu Town

標津町の取組み
④元島⺠の声「デジタル化」事業
元島民1世の平均年齢が87歳

を超えており（R5年度時

点）、返還要求運動や北方領

土問題の啓発活動にあたり体

力的な負担が増しているため、

その活動の中心は後継者であ

る2世や3世が担っていく方

向にシフト。

話に含まれる感情や熱量と

いったものまでは知識として

習得することでは得られない

ものであり、啓発や学習にお

ける効果が長期的に漸減して

いく懸念があるため、デジタ

ル動画を作成した。

児童・生徒向けと年配者向けなど3パターン作成



Shibetsu Town

標津町の取組み
④元島⺠の声「デジタル化」事業

元島民との座談会

元島民へのインタビュー
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今後の啓発における課題・・・

元島民１世・２世の高齢化と 後継者対策

施設の老朽化と 啓発事業の持続化

平均年齢は１世で８９歳、２世でも６０歳を超える。

３世以降、世代が進むにつれ、原体験のある１世の記憶・記
録の継承が困難となる。

令和５年にインタビューをした方で亡くなっている方も。

隣接地域の啓発施設では、学校や団体・企業などの北方領土
学習の受け入れと講話の場としての基盤として活用。

情報発信や北方領土学習の受け入れのきっかけ・動機づけの
ための母体として、今後も活用していく。
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今後の啓発における課題・・・

啓発の取組みにおける デジタルの活用

他の取組みとの 有機的な連携

実際に隣接地域に足を運んでの学習も効果的ではあるが、現
実的に遠く、現地に来ていただくことのハードルがある。

デジタルを活用し、WEBで場所を問わない啓発の取組みを進
めたい。

隣接地域には都市部にない地域資源があり、アクティビティ
や自然・文化学習などと有機的に連携したプログラムを提案
していきたい。

その他、多言語対応、バリアフリーやユニバーサル対応など
に検討の余地があると考える。
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ご清聴ありがとうございました。




